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１． はじめに 

既報１）、２）にて、高反射率塗料の効果及びメカニズム

を検討するため、物置ユニットによる実大棟の実験、

ボックス試験による実験、日射反射率の測定など各種

実験を進めてきたが、実際の戸建て住宅については、

業界でもいままでに実験が行われた例がない。 

このため本実験では財団法人ベターリビング つく

ば建築試験センター内に、建設された戸建て住宅を想

定した長屋実験棟のうち、２部屋分を使用して行った。 

２． 実験概要 

(1) 試験被塗物（試験棟）について 

図１に記す長屋実験棟は、部屋の内床面積7.7帖の木

造戸建て実験棟で、天井及び壁面にはグラスウール製

断熱材が施工されているが、本実験では天井部分の断

熱材を取り外すこととした。 

 
 
 

   図１(財)ベターリビング 長屋実験棟 概略    

 
図２ 施工部分寸法（西側及び東側屋根面）単位 mm 

図 1､2 に記す長屋実験棟の屋根部に塗装を施して実

験を進めることとした。現行施工されている屋根材を

調査したところ、新屋根材といわれる無石綿屋根材 

パミール A／ニチハ株式会社製が使用されている。こ

のため、新屋根材塗り替え仕様として、本物件は表１

に記す仕様にて行った。なお、いずれも塗色は、明度

Ｎ6.0 グレー色（近似）とした。 

表１ 屋根塗装仕様(高反射率塗料及び一般塗料) 

 

 (2)熱電対の設置、測定方法について 

熱電対については下記の通り設置を行った。 

○壁内…東,西,南,北,それぞれの壁内部 
（1 棟 4 カ所 合計 8 カ所） 

○壁面表面…東,西,南,北,天,床それぞれの壁面表面 
（1 棟 6 カ所 合計 12 カ所） 

○屋根…屋根表面、裏面 
（1 棟 東,西,中央 6 カ所 合計 12 カ所） 
屋根裏部屋 
（一般温度 2 カ所、グローブ温度 1 カ所 

合計６カ所） 
天井裏面（1 棟１カ所 合計 2 カ所） 

○室内、床下…室内の中央 
（一般とグローブ温度合計 4 カ所） 

床下に設置（合計 2 カ所）  
総合計 46 カ所 

温度測定については、温度データ集積装置(データロ

ガー／NEC 社製 Remote Scanner DE1200)に熱電対を接

続し、５分毎に自動連続計測して行った。 

 

３．実験結果 

(1) 試験被塗物（試験棟）塗装施工実験結果について 

表１に示す塗装仕様にて施工を行った。施工作業に

ついてはおおむね良好であった。塗料の所要量につい

ては、表２の通りであった。 

表２ 各塗料の所要量 

工程 塗装部位 
塗料使用量

（ｇ） 

所要量 

（ｇ／㎡）

高反射率塗料 2,762 115.1 
下塗塗装 

一般塗料 2,736 114.0 

高反射率塗料 3,169 132.0 上塗塗装 

1 回目 一般塗料 3,323 138.5 

高反射率塗料 2,797 116.5 上塗塗装 

2 回目 一般塗料 2,611 108.8 
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工程 
使用塗料 

（試験棟及び比較棟） 

希釈割合

（重量比）

塗付け量

(g/㎡)

下塗塗料 変性エポキシ樹脂シーラー 通常不要 110～150

上塗塗料
高反射率塗料又は一般塗料 

（弱溶剤形アクリルシリコン樹脂塗料）

ﾐﾈﾗﾙｽﾋﾟﾘｯﾂ

15% 
110～130

上塗塗料
高反射率塗料又は一般塗料 

（弱溶剤形アクリルシリコン樹脂塗料）

ﾐﾈﾗﾙｽﾋﾟﾘｯﾂ

15% 
110～130
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 (2) 温度推移 測定結果 

初期データとして 2007 年 11 月 28 日～12 月 4 日の主

な各部位の温度推移の結果を以下に記す。2007 年 12

月 1 日温度推移の一例として図３に屋根表面部、図 4

に室内部の結果を示した。 

図３　　高反射塗料測定結果　屋根表面（2007年12月1日）
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図４　高反射塗料測定結果　室内部（2007年12月1日）
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 いずれも高反射率塗料の方が一般塗料と比較して低

い温度で推移していることがわかり、効果が確認でき

た。これらの温度結果について、平均値（昼夜及び日

中抜粋）、最大温度差をまとめたものを表３に示す。 

この結果によると、高反射率塗料が一般塗料と比較

して、室内日中平均温度で 0.4℃、屋根表面西日中平均

温度で 3.9℃低い値が得られ効果が確認された。また最

大温度差異については、室内で 1.3℃、屋根表面西で

12.3℃の差異が確認された。 

 

４．おわりに 

高反射率塗料及び一般塗料を長屋実験棟 屋根部へ

塗装施工する実験を行ったところ、作業性については

良好な結果であった。初期測定の結果として得られた

データについて表３に示したが、いずれの部位におい

ても、高反射率塗料の方が一般塗料と比較して低い温

度で推移していることがわかり、効果が確認できた。 

今後 1 年間データを取得してまとめることとする。

また各部屋に電力メーターのついたエアコンが設置し

てあるので、これらを冬季と夏季にそれぞれ 2 週間ほ

ど稼働させ電力量の比較を行う予定である。合わせて

熱流計を、熱量の出入りを調査する目的で各部屋の天

井に設置を行った。（付近の天井温度、室内空気温度も

同時測定）熱流の解析も行う予定である。 

 表３ 長屋実験棟 高反射率塗料測定結果 単位：℃

注）日中平均：日中(9:00～16:00)を抜粋した平均温度 

日平均：1 日（昼夜 24 時間）の平均温度 
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一般塗料 高反射率塗料 
  

日中平均 日平均 日中平均 日平均

最大 

温度差

屋根表面 東 17.1  8.9  14.5 7.9 10.1

屋根表面 西 17.5  8.9  13.6 7.8 12.3

屋根表面 中央 15.7  8.3  14.1 7.8 5.4

屋根裏面 東 14.6  9.1  12.6 8.8 5.2

屋根裏面 西 13.8  9.6  12.5 8.8 3.5

屋根裏面 中央 13.9  9.6  12.6 9.1 3.5

天井屋根裏空間 

グローブ温度計 
12.6  9.7  11.6 9.1 2.9

天井屋根裏空間 

一般温度計 
12.9  10.0  11.9 9.3 2.8

天井 屋根裏空間

一般温度計 
11.7  9.3  10.8 8.9 3.0

天井屋根裏側表面 11.0  9.6  10.2 9.1 2.0

天井室内表面 10.7  9.8  10.0 9.3 1.7

室内中央 

グローブ温度計 
10.5  10.4  10.1 10.1 1.1

室内中央一般温度計 10.4  10.2  10.0 10.0 1.3

床表面 9.9  10.1  9.4 9.7 1.2

床下 11.8  11.5  11.4 11.1 1.9

壁面表面 南 10.4  10.5  9.8 9.9 1.1

壁面表面 北 10.6  10.7  9.8 10.0 1.2

壁面表面 東 10.7  10.8  10.0 10.1 1.3

壁面表面 西 10.8  10.7  10.1 10.0 1.3

壁内 南 10.2  10.1  9.4 9.5 1.7

壁内 北 10.2  10.2  9.4 9.5 1.5

壁内 東 9.9  10.4  9.3 10.1 1.5

壁内 西  10.5  10.0  9.8 10.0 1.7
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